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新しくなる前のカーブミラー

　

先
日
、
犬
の
散
歩
で
歩
い
て
い
た

ら
、Ｊ
Ｒ
ト
ン
ネ
ル
前
（
消
防
詰
所
前

の
交
差
点
）
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
新

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
後
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今

年
の
５
月
に
愛
媛
県
内
で
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
、
相
次
い
で
倒
れ
る
事
故
を

受
け
、
各
地
で
緊
急
点
検
が
行
わ
れ
、

そ
の
一
環
で
こ
の
場
所
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
新
し
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

今
後
他
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
危
険
度

に
応
じ
て
更
新
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。

新しくなったカーブミラー

（文
責
）　

原
田　

夏
子

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
新
し
く

愛媛県VYS連合
協議会のHPはこ
ちらのQRコード
から

愛媛県VYS連
合協議会のホ
ームページに
キャンプに関
する記事を載
せています。
ぜひご覧くだ
さい。

参加者全員で記念撮影 キュウリの収穫体験 迷路内でジャンケン

植物迷路で奮闘

ス
タ
ッ
フ
は
高
校
大
学
生
か
ら
社
会

人
の
23
名
、
総
勢
50
名
参
加
し
、
楽

し
い
野
外
活
動
を
経
験
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
集
ま
り
、
開
会
式
の
後
、

参
加
者
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
ゲ
ー
ム

大
会
で
競
争
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
座
禅
体
験
を
行

い
、
お
寺
な
ら
で
は
の
体
験
を
し
ま

し
た
。
お
昼
ご
飯
の
あ
と
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
っ
て
風
鈴
を
作
り
ま
し

た
。
低
学
年
に
は
少
し
難
し
く
、
リ

ー
ダ
ー
や
お
友
達
同
士
で
協
力
し
な

が
ら
作
業
し
ま
し
た
。
少
し
休
憩
を

挟
み
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
し

て
畑
に
作
成
し
た
植
物
迷
路
と
キ
ュ

ウ
リ
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
昨

年
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
さ
く
さ

く
と
、
初
め
て
の
お
友
達
は
ど
き
ど

き
し
な
が
ら
、
み
ん
な
き
ら
き
ら
し

た
表
情
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
す

べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
り
最
後

に
み
ん
な
笑
顔
の
集
合
写
真
を
撮

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お寺で座禅体験

　

２
０
２
４
年
８
月
17
日
（
土
）

に
伊
予
市
三
秋
に
あ
る
西
願
寺
に

て
第
14
回
わ
く
わ
く
体
験
デ
ィ
キ

ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
県
内

外
の
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
２
年

生
ま
で
の
27
名
の
子
ど
も
達
と
、

第
14
回
わ
く
わ
く
体
験

デ

ィ
キ

ャ
ン

プ

（文
責
）愛
媛
県
Ｖ
Ｙ
Ｓ
連
合
協
議
会

谷
本　

和
之

イベント参加者の皆さん 世界に一つだけの竹ランタン

軒下で竹ランタン作り

う
と
い
う
段
取
り
に
変
更
。
最
後
は
、

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
ホ
タ
ル
は
見
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
皆
さ
ん
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

６
月
８
日
、
今
年
も
ホ
タ
ル
観
賞

会
が
開
催
、
親
子
連
れ
の
方
を
中
心

に
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
「
い
よ
あ
か
り
」
さ
ん

の
ご
協
力
の
下
、
竹
ラ
ン
タ
ン
作
り

を
行
い
、
そ
れ
を
持
っ
て
川
沿
い
を

歩
き
な
が
ら
ホ
タ
ル
を
観
賞
す
る
予

定
で
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
始
直
後

か
ら
雨
に
見
舞
わ
れ
た
為
、
集
会
所

の
軒
先
で
順
番
に
竹
ラ
ン
タ
ン
作
り

を
行
い
つ
つ
、
集
会
所
内
で
ミ
ニ
ゲ

ー
ム
な
ど
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行 古新聞を使ったレクレーション

（文
責
）　

原
田　

浩
明

雨
の
中
の
ホ
タ
ル
観
賞
会

編   集    後    記
最近漸く、朝晩が過ごしやすくなってきましたね。日
中も時折涼しい風が吹くようになり、秋の気配を感じ
るようになってきました。今年の夏はとにかく暑かっ
たので、やっと身体が休めそうです。これから、レン
コンイベントに向けてコツコツと準備を進めていこう
と思っています。たくさんの方のご参加をお待ちして
おります。

第22号の当選者は残念ながらいませんでした。
※ＪＲ四国　ホームページ参考

①かっぱうようよ号
予土線の宇和島駅～高知県窪川駅の予土線を運転。予土線３兄
弟の次男。海洋堂ホビートレイン。
②鉄道ホビートレイン
予土線を運転。予土線３兄弟の三男。鉄道ホビートレイン。初
代新幹線０系をイメージした列車。
③夕焼けビールトロッコ列車
徳島線の徳島駅～阿波池田駅間の土・日・祝日に運転している
「藍よしのがわトロッコ」列車です。夏の風物詩として、毎年
伊予灘線の松山駅～伊予長浜駅間を「夕焼けビールトロッコ」
列車として利用されています。伊予灘線では、一般車両はラッ
ピングされていません。

予土線を運転している、かっぱうようよ号と鉄道ホビートレイ
ンはほとんどお目にかかることがありません。点検・整備など
で移動する時ぐらいだと思います。

解説

①かっぱうようよ号　　　　　（Ａ）
②鉄道ホビーとレイン　　　　（Ｂ）
③夕焼けビールトロッコ列車　（Ｃ）

答え

第22号のクイズの答えと解説

ードからアクセス）のいずれかにてご応募ください。正解
者の中から抽選で１名の方に図書カード５００円分をプレ
ゼントいたします。
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2025年１月６日（月）必着
当選発表　本紙第24号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管
理し、プレゼントの発送及び当事務局からのお知らせ以外
の目的では使用いたしません。

応募フォームこちら

①クイズの答え 　
くり【花】（　）【果実】（　）
びわ【花】（　）【果実】（　）
キウイフルーツ 【花】（　）【果実】
（　）
②住 所③氏 名④年 令⑤本 紙 の 感 想
（どの記事が良かったか）などを明
記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・公
式HPの応募フォーム（左記のQRコ

応 募 方 法

 ウ イ ア

CBA

Q.栽培されている果樹名と花と果実を組み合わせてく
ださい。※果樹名　くり・びわ・キウイフルーツ

伊予市の特産品（果樹）として有名な、くり・びわ・キウ
イフルーツは、三秋においても栽培されています。

読者プレゼントコーナー 
～伊予市の特産品（果樹）に関するクイズ～

紹介して頂ける家族（ペ
ット） 大募集！自薦他薦
問 い ま せ ん。 公 式
InstagramのDMかメー
ルにてご連絡下さい。

「おこめ」ちゃん

性別 女の子 年齢 ３歳
犬種 ジャックラッセル
性格 人も犬も大好きです。

オモチャが大好きで、好奇心旺盛で
す。

「こむぎ」ちゃん

性別 女の子 年齢 ３歳
犬種 ボーダーコリー
性格 一番の甘えん坊です。

すぐに「さすって」と、べったりし
てきます。

「おいも」ちゃん

性別 女の子 年齢 ２歳
犬種 ボーダーコリー

性格 食べることが大好きです。
最近、甘え上手になっています。

前号で紹介しきれなかった、新しく家族の一員になった「おいも」
ちゃんと「こむぎ」ちゃんと「おこめ」ちゃんを紹介します。

武知錠司さんの「おいも」ちゃんと「こむぎ」ちゃん
と「おこめ」ちゃん

No.14

うちの家族を紹介します （文責・日山　貞治）

　今回紹介する絵本は、主人公「かんた」が過ごした不思議な夏の出来
事の物語です。遊ぶ友達が誰もいないある日、かんたは大声でめちゃく
ちゃの歌を歌います。すると、突然風が吹き、奇妙な歌声が聴こえてき
ました。その声はどうやら穴の中から。かんたが思わずその穴を覗くと、
なんと、かんたは吸い込まれ、あれよあれよと運ばれて、たどり着いた
ところは夜の山でした。そして、へんてこりんな三人組と出くわします。
これがまた珍妙な姿かたち。ここはどうやら異世界のようです。だけど
かんたは怖がらず、その三人組と楽しく遊んでいくのですが……。
　不思議な書名は、かんたが歌った歌の一部からきています。言葉の響
きがリズムよく、威勢よく叫びたくなるような言葉です。そしてかんた
達の遊びも実に楽しそう。珍妙なかたちの三人組は、とても愛嬌があっ
て、素直に喜びを表現するのです。さあ、かんたは異世界でこの後どう
過ごし、そして元の世界に帰ることができるのでしょうか。
　三秋に住むご家庭でも、お子さんやお孫さんが帰ってきたり、親戚が
集まったり、楽しく夏を過ごされた方もいらっしゃると思います。安心
して過ごせる故郷で大人は英気を養い、子どもたちは思い出を深める。
どんな方にでも、夏の記憶や物語があるのだと思います。

　今年の夏は、厳しい暑さが続
きました。私が子どもの頃の暑
さとは違う、酷暑とでも表現し
たいような毎日でした。幼少期
の夏の記憶と言えば、ラジオ体
操、自由研究、線香花火といろ
いろありますが、母方の祖父母
宅に泊まり、いとこたちとスイ
カを食べたり、雑魚寝をしたり
したことを私は思い浮かべま
す。

長谷川摂子（作）ふりやなな（画）福音館書店
『めっきらもっきらどおんどん』
みあき図書館 （文責・岡田　有利子）



西村浩二さんの向日葵畑です。５月のゴールデンウイー
クに播種。今年で４年目だそうです。（７月27日撮影）

三秋ブルーと向日葵畑

みあき写真館（写真）　原田　浩明

かめ３個

かめ再利用

　

甕
は
陶
器
製
で
、
台
所
に
置
い

て
水
を
溜
め
て
お
く
も
の
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
梅
干
し
や
た
く
あ

ん
・
白
菜
な
ど
の
漬
物
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
こ
ど
も
の
頃
の
記
憶
で

は
、
正
月
に
つ
い
た
餅
を
水
餅
と

し
て
、
甕
の
中
に
入
れ
保
存
し
て

い
ま
し
た
。
毎
日
、
水
を
替
え
て

い
る
と
長
持
ち
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
農
家
で
は
、
も
み
種

を
浸
し
て
塩
水
選
に
利
用
し
て
い

た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
甕
は
本
来
の
目
的

と
し
て
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
置
物
や
植
木
鉢
な
ど

甕

（

か

め

）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
家
庭

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

かめ３個

と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
家
庭

第22号にて以下の誤記載がありました。訂正して
お詫び申し上げます。２ページの「『愛高警備保障
』交通警備女性リーダー奮闘記」の『銅鍋』さんの
漢字が間違っていました。正しくは『銅釜』さんで
す。３ページの「卒業・入学おめでとう」の『谷本絋
之』くんの漢字が間違っていました。正しくは『谷
本紘之』くんです。

お詫びと訂正

蔦紋 巴紋連珠18玉 巴紋連珠16玉 巴紋連珠12玉（下三秋お堂）

巴紋連珠なし

　

古
い
建
物
の
屋
根
は
、
丸
瓦
と

平
瓦
を
組
み
合
わ
せ
た
本
瓦
葺
き

の
屋
根
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
秋

地
区
で
も
、
数
件
で
す
が
残
っ
て

い
る
建
物
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
軒
先
瓦
の
う
ち
軒
丸

瓦
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
し
て
み
ま
し
た
。

　

三
秋
地
区
で
は
、
丸
に
右
三
ツ

巴
紋
と
丸
に
蔦
紋
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
巴
紋
は
、
外

区
に
連
珠
が
無
い
も
の
と
、
12
玉
・

16
玉
・
18
玉
の
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
巴
が
左
側
に
流
れ
る
左
巴
紋

（文
責
）　

日
山　

貞
治

軒
先
瓦
（軒
丸
瓦
・軒
平
瓦
）

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
①

は
、
三
秋
地
区
で
は
確
認
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

国
道
３
７
８
号
の
旧
道
に
、
昭

和
43
年
２
月
完
成
の
畑
川
に
架
け

ら
れ
た
橋
が
あ
り
ま
す
。
名
前
は

村
界
橋
で
す
。
長
さ
は
約
６
ｍ
・
幅

は
約
５
ｍ
の
短
い
橋
で
、
設
計
荷

重
が
20
ｔ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
の
境
界
に
架
け
ら
れ
た
意
味

の
橋
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
三
秋

を
含
む
北
山
崎
村
が
伊
予
市
の
一

部
に
な
っ
た
の
が
、
昭
和
30
年
。

高
野
川
が
含
ま
れ
る
上
灘
町
が
、

下
灘
村
と
合
併
し
て
双
海
町
に

な
っ
た
の
も
同
じ
昭
和
30
年
で
す
。

村界橋

　

合
併
か
ら
13
年
後
に
完
成
し
た
こ

の
橋
の
名
前
が
、
村
界
橋
と
名
付
け

ら
れ
た
の
も
、
明
治
・
大
正
時
代
の

名
残
で
し
ょ
う
か
。

　

今
で
は
、
利
用
す
る
人
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。

村
界
橋
（そ
ん
が
い
ば
し
）

～
三
秋
と
双
海
町
高
野
川
の
境
界
を
流
れ
る

畑
川
に
架
か
る
橋
川
に
架
か
る
橋
～

（文
責
）　

日
山　

貞
治 真夏のレンコン畑（8月８日撮影）

　

４
月
に
植
付
け
を
行
い
ま
し
た

レ
ン
コ
ン
畑
は
、
夏
の
猛
暑
を
乗

り
越
え
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
お

り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
昨
年
と
同

等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
レ
ン
コ

ン
が
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
三
秋
住
民
の
皆
さ
ま

（
そ
の
関
係
者
含
む
）
に
は
、
10

月
27
日
に
大
収
穫
祭
り
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

今
年
の
レ
ン
コ
ン

（文
責
）　

原
田　

浩
明

旧木製鳥居建 底樋ゲート・鳥居建

　

以
前
『
み
あ
き
新
聞
』
19
号
で
、

池
の
水
を
堤
体
の
外
側
に
流
す
た

め
の
斜
樋
に
使
用
さ
れ
て
い
た
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
鳥
居
建
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
三
秋
大
池
の
改

修
工
事
の
た
め
、
池
の
水
を
す
べ

て
抜
く
た
め
の
底
樋
を
使
っ
て
排

水
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

池
の
水
位
が
下
が
っ
た
こ
と
で
、

今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
木

製
の
鳥
居
建
が
姿
を
現
し
ま
し

た
。

　

鳥
居
建
は
、
木
製
の
大
型
の
も

の
で
、
長
く
浸
水
状
態
だ
っ
た
の

で
腐
朽
を
防
い
で
い
て
形
状
が
よ

く
わ
か
り
、
筆
木
（
木
栓
）
も
残
っ

て
い
ま
す
。
水
が
少
し
残
っ
て
い

て
全
体
像
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
す
べ
て
水
が
抜

か
れ
、
鳥
居
建
の
全
様
や
底
樋
管

の
様
子
も
確
認
さ
れ
、
調
査
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

木
製
の
鳥
居
建
現
れ
る

（文
責
）　

日
山　

貞
治

新しくできた高速道路を歩く参加者 トンネル内にて工事の説明を聞く参加者

子
五
十
崎
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長
24
ｋ
ｍ
）

の
う
ち
約
６
．
３
ｋ
ｍ
が
ほ
ぼ
完

成
。
令
和
３
年
11
月
の
明
神
山
ト

ン
ネ
ル
貫
通
式
以
降
、
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
双
海
側
の
橋
梁
部

分
、
数
十
ｍ
を
歩
き
ま
し
た
。
11

月
の
ト
ン
ネ
ル
見
学
会
（
本
紙
第

15
号
に
掲
載
）
の
時
は
、
ま
だ
工

事
中
で
先
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
綺
麗
に

舗
装
ま
で
さ
れ
て
お
り
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
記
念
撮
影
を
行

い
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
歩
い
た
所
は
、
舗
装
・

標
識
・
施
設
設
備
等
の
改
良
工
事

を
経
て
、
令
和
７
年
春
頃
に
工
事

が
完
了
す
る
見
込
み
だ
そ
う
で

す
。

　

９
月
７
日
快
晴
。
澄
み
切
っ
た

青
空
の
下
、
工
事
区
間
沿
線
住
民

を
対
象
と
し
た
、
松
山
道
４
車
線

化
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
伊
予
Ｉ
Ｃ
か
ら
内

車
か
ら
で
は
味
わ
え
な
い

絶

景

（文
責
）　

原
田　

浩
明 夕方の酔芙蓉 朝の酔芙蓉

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く
一
日

ス
イ
フ
ヨ
ウ
（酔
芙
蓉
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

花
で
す
。
毎
日
、
色
々
な
表
情
を

し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

朝
、
白
い
大
型
の
花
を
つ
け
ま

す
が
、
昼
頃
よ
り
だ
ん
だ
ん
と
ピ

ン
ク
色
に
徐
々
に
変
化
し
、
午
後

に
は
ピ
ン
ク
一
色
に
変
わ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
お
酒
に
酔
っ

て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
酔
芙
蓉
と
名
付
け
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
一
日
中
鑑
賞
し
て
い
て

も
飽
き
な
い
珍
し
い
花
で
す
。

　

フ
ヨ
ウ
は
、
南
国
の
花
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
、「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」
と

同
じ
仲
間
で
す
。

「いよあかり」さんのコーナーとレンコンＰＲ

　

８
月
16
日
、
手
づ
く
り
交
流
市

場
『
町
家
』
に
て
「
み
あ
き
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
ホ
タ
ル
観
賞
会
等
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
「
い
よ
あ
か
り
」

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
同
じ
ブ
ー

ス
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動

紹
介
や
物
販
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
伊
予
市
内
外
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

三秋産農産物の直売コーナー

町
家
で
活
動
を
Ｐ
Ｒ

（文
責
）　

原
田　

浩
明

水之明神社の鳥居（奥） 水之明神社の鳥居（手前） 自動販売機

ポストマーク

コーン

視線誘導標

　

赤
と
白
の
組
み
合
わ
せ
は
、
け
っ

こ
う
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、
よ

く
目
立
ち
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
紅
白
の

垂
れ
幕
や
紅
白
餅
な
ど
、
お
祝
い

事
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
そ
れ
以

外
に
も
、
危
険
を
促
す
意
味
で
も

多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
秋
で
見
つ
け
た
赤
と
白
は
、

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
・
自
動
販
売
機
・

自
動
車
・
ダ
イ
ハ
ツ
や
ス
ズ
キ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
郵
便
ポ
ス
ト
の
文

字
や
マ
ー
ク
・
交
通
標
識
の
一
時

停
止（
規
制
標
識
）や
視
線
誘
導
標
・

水
之
明
神
社
の
鳥
居
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
回
号
で
は
、
植
物
や
自
然
現

象
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

三
秋
で
見
つ
け
た
赤
と
白

（
工
作
物
・
構
造
物
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治


